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地
区
代
表
を
紹
介
し
ま
す

地区代表を紹介します
　4月1日付で地区代表、地域代表者を委嘱しました。任期は令和6年3月31日までの2年間です。

　また、地域代表者の互選により、村山市地区代表連絡協議会の会長、副会長が次のとおり選出されました。

楯岡地域 道　六 板垣　進悟 ◎ 下小路 大場美喜男 袖崎地域

南新町 齋藤　清志 名　取 西塚　茂男 矢木沢 大沼　賢一 本飯田１ 齊藤　高雄

中新町 日塔　和好 中　原 佐藤　　太 山　際  井　敬一 本飯田２ 鈴木　規仁

北新町 小座間　伸 清　水 斎藤　茂生 中ノ目 高橋　壯一 本飯田３東 須藤　孝三

五日町 小久貫　登 大　淀 矢萩　　一 下荒敷 笹原　好己 本飯田３西 岩崎　　稔

十日町 戸田　紘義 長　島 小野　松悦 上荒敷 土海　　剛 本飯田４ 松田　房夫

晦日町 伊藤　孔一 河島山１ 安孫子正志 北　山 柏倉　久幸 ◎ 本飯田５ 石川　栄作

二日町 元木　啓順 河島山２ 間木野修一 上ノ宿 青木樹代太 土生田１ 矢作　　保

鶴ヶ町 伊藤　眞一 大倉地域 巾木田 安彦　久雄 土生田２ 阿部　勝美

北　町 笹原　高志 大　上 竹村　健一 上仲宿 柏倉　幸雄 土生田３ 八鍬　 一

湯　沢 鈴木　　悟 ◎ 林　崎 淀川　利二 下仲宿 笹原　忠昭 土生田４ 青木　和彦

北　楯 佐藤　淳一 金　谷 早坂　正孝 新　田 阿部　　勉 土生田５ 安達　　純

南　楯 中山　　隆 行　川 鈴木　　照 戸沢地域 土生田６ 平山　　繁

馬　場 高島　　精 中　沢 奥山　　守 本　郷 笹原　幸一 土生田７ 森　　　悟

大沢川 笠原　康彦 新　山 齋藤美智男 水　口 笹原　純一 高　玉 太田喜一郎

◎ 中笛田 大沼　廣志 南　原 高橋　正四 松　倉 松田　清純 赤　石 加賀　健一

北荒町 秋久保　廣 大久保地域 須　摩 秋田　智修 五十沢 星野　弘一

中荒町 水田昭太郎 楯下釜 矢ノ目友和 樽石北 齋藤　健治 大高根地域

南荒町 伊藤　澄夫 西　口 保科　敏弘 稲下日影 井澤　 宏 上深沢大林 高橋　權一

東新町 松田　信幸 上　宿 小山　洋一 稲下北部 佐藤　史泰 下深沢 黒沼　權弥

俵　町 長岡　孝二 ◎ 新　宿 瀬野　清一 稲下中部 佐藤　裕一 道　田 黒沼　俊雄

西笛田 関澤　和久 下　宿 小玉　春美 稲下南部 三浦　純一 楯 井上　長一

東笛田 高橋　　実 平　野 菊地　健一 稲下東部 佐藤　健一 外　宿 矢作　光儀

南笛田 小野　　優 北　口 保科　俊明 反　田 青柳　　新 平　林 工藤　春男

新高田 安達　直彦 水　南 保科　秀夫 沖 尾崎　利美 上中原 土屋　勝明

駅　西 瀧田　　豊 東 片桐　秀行 驚　滝 高橋　貢一 下中原 石澤富美男

西郷地域 門　前 升川　　博 船　橋 川越　一廣 里 増川　雅司

碁　点 結城　武男 河原前 片桐　定義 共　栄 尾崎　利美 森 狩野　康義

浦 結城　　薫 下　原 三原　研似 土海在家 青柳　　茂 ◎ 小　滝 黒沼　敏弥

中　条 大内　　均 上　原 大場　靜平 北　畑 金子　孝彦 境ノ目 伊藤　高光

宿 齋藤　正一 冨本地域 ◎ 弓　田 青柳　孝雄 中　山 後藤　　清

上　宿 齊藤　吉博 楯 海老名宥充 新　町 細谷　秀一 大谷地 黒沼　善郎

乙　宿 田中　修作 宝 佐藤正二郎 新　田 鈴木　通義 新　西 土田　　正

中　組 矢口　孝幸 天　神 小林加次重 宮下１ 佐藤　善吉 下小屋 井上　政美

下　組 井上　正俊 上久保 杉原　義男 宮下２ 夘野　和則 大石赤岩 山内　正秀

◎ 浮　沼 板垣　　誠 下久保 大場　輝勝 大鳥居 井上　重美

村山市地区代表連絡協議会　会長：大場 美喜男さん（冨本）、副会長：石川 栄作さん（袖崎）

※敬称略。◎は各地域の地域代表者。

■問合せ／市民環境課　☎内線110
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公
共
下
水
道
・
農
業
集
落
排
水
使
用
料
の
改
正

公共下水道・農業集落排水使用料の改正

　受益者負担の公平性を図るため、令和4年10月請求分(9月検針分)から使用した水量に応じた料金体系へ

の見直しを行います。

（１）公共下水道については、これまで月10㎥まで定額だった基本料金を見直し、月10㎥未満の世帯につ

　　　いて使用水量に応じて値下げすることで、一人暮らし世帯等の生活費負担を軽減します。   

（２）農業集落排水（袖崎地域）については、これまで世帯・人数割で算定していた使用料を、公共下水道

　　　と同じ料金体系（従量制）に統一します。      

（１）公共下水道使用料の料金表（別途消費税が加算）

■問合せ／水道課業務係　☎内線181

（月額、税抜）

（月額、税抜）

区分
基本料金 従量料金（1㎥につき）

基本水量 金額 水量 金額

改正前 10㎥まで 1,400円

11㎥～30㎥ 160円

31㎥～50㎥ 170円

51㎥～100㎥ 180円

101㎥～ 200円

改正後 0㎥    800円

1㎥～10㎥   60円

11㎥～30㎥ 160円

31㎥～50㎥ 170円

51㎥～100㎥ 180円

101㎥～ 200円

使用料の算定例 改正前 改正後 値下げ額

〇自治公民館等で水量が1㎥の場合 1,400円    860円 △540円

〇一人暮らし世帯等で水量が3㎥の場合 1,400円    980円 △420円

〇一人暮らし世帯等で水量が6㎥の場合 1,400円 1,160円 △240円

区分 基本料金 世帯員割料金

改正前 1世帯につき1,400円 世帯員1人につき400円

改正後 公共下水道使用料の料金表（改正後）に同じ

（２）農業集落排水使用料の料金表（別途消費税が加算）

※ 水量が10㎥以上の場合は、使用料に変更ありません。

※ 農業集落排水使用料の改正については、従量料金に対して経過措置を設けており、改正後1年目は0.7を

乗じて得た額、2年目は0.8を乗じて得た額、3年目は0.9を乗じて得た額になります。

※ 井戸水を農業集落排水へ流している方は、水道メーター分に井戸水分を加算して、使用料が算定されます。

なお、井戸水の使用水量は、家族4人までは1人当たり4㎥、4人を超える場合は1人当たり3㎥で認定しま

すが、井戸水メーターを設置（個人負担）することもできます。

　５月に井戸水の使用状況について、ハガキで調査を行いますのでご協力をお願いします。

※ 水道の使用水量のうち農業集落排水に流れない水量が多い場合は、差引メーターを設置（個人負担）する 

ことで、その分を農業集落排水の使用水量から控除することができます。
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表記の説明

　　対象　　　　日時　　　　会場　　　　内容

　　持ち物　　　事前申込　　その他子育て子育て応援情報応援情報 対 日 会 内

持 申 他

子
育
て
応
援
情
報

ポポーのひろば　☎(53)0901
子育て支援センター

ぐんぐん　☎(56)2002

子育て支援センター

どんぐり広場　☎(57)2429

子育て支援センター

内

月曜～木曜日　9:30～16:00

※祝日と5月23日(月)は休み

母子保健コーディネーターが子

育ての相談に応じます。

母子健康手帳の交付・なんでも育児相談
日

子育て家庭の方（妊娠期～幼児期）

火曜～日曜日　9:00～17:00

子育ての個別相談に応じます。

利用者支援「子育て応援室」

日

内

対

※特に記載のない場合は、会場は主催する各施設です。

※新型コロナウイルス感染症の影響で、イベントの中止や内容が変更になる場合がありますので、事前に各施設へお問い合わせください。

①7か月児健康相談　令和3年10月生

②1歳児健康相談（歯みがき教室）

　令和3年5月生

5月17日(火) ①10:15～10:30受付

 ②  9:30～  9:40受付

問診票、母子健康手帳、バスタオル

健康相談
対

日

持

対 ファミサポ会員のお子さん

（生後12か月まで）

5月11日(水)　11:00～

お子さんの足形をとります。　

必要（5組程度）

日

足形をとろう

内

申

子育て支援センター（ポポーのひろば・ぐんぐん・どんぐり広場）の利用を一部制限しています。各施設で予約受付

の期限が異なるため、ご利用の際は各施設へお問い合わせください。

5月10日(火)　10:30～11:00受付

身長・体重測定

必要（10組程度）

ひだまり保健室
日

内

申

対 保育施設等入所前で5月生まれと

令和3年11月生まれのお子さん

5月27日(金)

10:30までにお越しください。

手形はお誕生会＆ハーフバース

デーでお渡しします。

必要（5組程度）

日

他

お誕生＆ハーフバースデー手形

申

子育て中の方、おじいちゃん、

おばあちゃん、どなたでもどうぞ 

5月17日(火)　9:30～10:30

ふたば大高根保育園

子どもたちと畑仕事をしましょう。

必要（10名程度）

地域交流の場  じばサロン
対

会

内

日

申

5月12日(木)　10:30～11:30

甑葉プラザ2階研修室

ふれあい遊びや読み聞かせ等を

行います。

必要（6組程度）

ふれあい遊び＆交流会
日

会

内

申

5月20日(金)　10:00～12:00

甑葉プラザ2階研修室

クロスステッチのくるみボタンを作

りましょう。お子さんと同室です。

必要（5組程度）

クロスステッチのくるみボタンをつくろう
日

会

内

申

対 ひろば利用者

5月27日(金)　11:40～12:00

ひろばに来た皆さんでお祝いしま

しょう。

必要（当日予約のみ）

日

内

お誕生会＆ハーフバースデー

申

他
他

対

日

会

申持

就学前の親子、妊婦さん

5月24日(火)　10:30～11:30

ふたば大高根保育園

音楽を使った教育「リトミック」

を楽しみましょう。

講師　菅野豊美氏

バスタオル 必要（10組程度）

育児講座「親子リトミック」

内

子育て支援課 ☎内線162
村山市役所

対 保育施設等入所前の親子

5月27日(金)　9:30～11:00

西郷認定こども園

屋内の遊び場として開放
保育施設無料開放日

日

会

※イベントの申込は開催日の前日まで ※イベントの申込は開催日の前日 14:00 まで ※イベントの申込は開催日の前日まで

対 就学前の親子 必要（3組程度）

5月10日(火)　10:00～10:30

「おはなし会おしろやま」の皆

さんによる読み聞かせと絵本

キャラのフォトフレーム作り

日

ぐんぐんのえほんの部屋

内

申

対 首がすわってから9か月までの

親子

5月13日(金)　10:00～11:30

西郷地域市民センター

親子で心地よい時間を過ごしましょう。

講師　庄司美保子氏

バスタオル 必要（8組程度）

日

育児講座「ベビーマッサージ」

内

申

会

持

対 保育施設等入所前の親子

5月26日(木)　9:30～11:00

アートチャイルドケア村山しょ

うよう保育園　　　

自由遊び、出し物、季節の工作、お誕生会、

育児相談など　　　　　　必要（6組程度）

日

ぐんぐんの出前保育

内

申

会

対 就学前のお子さんと保護者

5月31日(火)　10:00～11:30

自由遊び、出し物、お誕生会、身体測定、

育児相談など

フェイスタオル　　　必要（8組程度）

日

あそぼう！しゃべろう！「わくわく広場」

内

持 申

保育施設等入所前の親子

5月26日(木)　10:00～11:00

ふたば大高根保育園

保育園の避難訓練に参加しま

しょう。

必要（5組程度）

出前保育  ころころランド
対

日

会

内

申

　　ぽっぴーるーむ　(22)9981子育て世代包括支援センター

5月22日(日)　9:45～10:00受付

妊娠中の過ごし方、母乳につい

て、妊婦体操（実習）、妊婦体験

～妊婦ジャケットを着てみよう

～、ママと赤ちゃんのための栄養

母子健康手帳、父子健康手帳、

筆記用具

必要（先着5組）

※ぽっぴーるーむへ要予約

パパママ学級（妊娠編）
日

内

持

申
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受
賞
者
の
紹
介

消防功労等表彰

受賞者のご紹介

消防庁長官表彰

■永年勤続功労章

　沼沢　恵一（団本部・副団長）

　布宮　憲哉（第5分団・分団長）

山形県知事表彰

■金条章

　第6分団第1部

■特別功労章

　小関　新悦（第1分団・分団長）

　齋藤　喜美（第3分団・副分団長）

　落合　征一（第6分団・副分団長）

　斉藤　弘昭（第7分団・副分団長）

　西塚　正寿（第8分団・副分団長）

■功労章

　佐藤　　哲（団本部・班長）

　松山幸之助（第1分団・副分団長）

　卯野　哲郎（第2分団・班長）

　安達　正和（第3分団・部長）

　仲嶋　義晴（第4分団・部長）

　後藤　清和（第5分団・部長）

　井澤　孝樹（第6分団・部長)

　安達　　貢（第7分団・部長）

　小松　博敏（第8分団・団員）

■功績章

　佐藤　伸二（団本部・団員）

　淀川　雄一（第1分団・部長）

　柴崎　信二（第1分団・班長）

　井上　純一（第2分団・班長）

　工藤　朋宏（第2分団・班長）

　鈴木　清和（第3分団・部長）

　小山　潤一（第4分団・班長）

　笹原　和久（第5分団・班長）

　笹原　康博（第6分団・部長）

　笹原　徳幸（第6分団・部長）

　安達　一也（第7分団・班長）

　青柳　和彦（第8分団・部長）

　黒沼　翔平（第8分団・班長）

■精練章

　金澤　賢次（団本部・団員）

　佐藤　隆生（第1分団・部長）

　平山　智一（第1分団・班長）

　岡村　康広（第1分団・団員）

　結城　正志（第2分団・班長）

　柴田　雅和（第2分団・団員）

　齋藤　記史（第3分団・班長）

　奥山　純平（第4分団・団員）

　布宮　勇生（第5分団・班長）

　川越　清孝（第6分団・班長）

　渡部　永芳（第6分団・班長）

　鈴木　和弥（第7分団・班長）

　黒沼　浩一（第8分団・団員）

　土田　直樹（第8分団・班長）

日本消防協会長表彰

■精績章

　鈴木　智子（団本部・班長）

　日塔　直子（団本部・団員）

■勤続章

　沼沢　恵一（団本部・副団長）

　本間　貞良（第5分団・団員）

　井上　正彦（第8分団・団員）

山形県消防協会長表彰

■優良章

　村岡　沙紀（団本部・団員）

　松田　健一（第1分団・部長）

　黒田　　修（第1分団・班長）

　柴崎　博明（第1分団・団員）

　大場　一幸（第2分団・団員）

　高橋　　淳（第2分団・団員）

　渡邉　　淳（第3分団・班長）

　村岡　　忠（第3分団・団員）

　芦野　敏也（第4分団・団員）

　古郡　孝一（第5分団・班長）

　奥山　昌伸（第6分団・団員）

　齋藤　　昭（第6分団・団員）

　庄司　康洋（第7分団・団員）

　八鍬　知幸（第7分団・団員）

　高橋　鉄也（第8分団・団員）

　森　　拓也（第8分団・団員）

■永年勤続章（勤続30年）

　山崎　幸紀（第1分団・団員）

　奥山　幸夫（第3分団・分団長）

　布宮　憲哉（第5分団・分団長）

　本間　博庸（第5分団・団員）

　落合　征一（第6分団・副分団長）

消防協会北村山支部長表彰

■永年勤続退団者

　阿部　昌直（第8分団・分団長）

■消防防災協力団体

　西郷地域  西郷地区婦人消防クラブ

消防団長表彰

■無火災分団（令和3年1年間）

　第1分団、第2分団、第3分団、

　第4分団、第5分団、第7分団、

　第8分団

第1分団=楯岡、第2分団=西郷

第3分団=大倉、第4分団=大久保

第5分団=冨本、第6分団=戸沢

第7分団=袖崎、第8分団=大高根

示現会展  文部科学大臣賞

原田　一裕

（楯岡）

　全国でも有数の絵画団体

「示
し

現
げん

会
かい

」の75周年記念展

で最高賞となる文部科学大臣

賞を受賞しました。同展での

県内関係者の最高賞受賞は

15年ぶりで、2人目となります。

■受賞作品

　油彩画（100号）

　「吊るした布と花梨」

※敬称略



7 広報　市民の友　むらやま　　令和4年 5.1

　（公社）市シルバー人材センター（柴田徹理事長）の

会員40人が4月7日、7月にオープンを予定しているに

ぎわい創造活性化施設

「Link MURAYAMA」

で、敷地内の植木の折

れ枝や落ち葉拾いなど

を行いました。

　株式会社矢萩土建（矢萩一志代表取締役社長）と株式

会社ドゥーケン（矢萩幸江代表取締役）が4月1日、市

道楯岡北河島線、市

道中田浮沼線、市道

駅西中央線などで道

路の清掃作業を行い

ました。

受
賞
者
の
紹
介
、
寄
附
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　長年、地区代表として尽力さ

れた方へ市長から感謝状が贈ら

れました。

■楯岡地域

　石井　　勇（東新町・勤続6年）

■西郷地域

　工藤　和男（河島山2区・勤続6年）

■大倉地域

　齋藤　　栄（新山・勤続8年）

■冨本地域

　後藤　芳秋（矢木沢・勤続6年）

　青木　敏博（下仲宿・勤続6年）

■戸沢地域

　高橋　範夫（驚滝・勤続6年）

　保科　和廣（弓田・勤続6年）

■大高根地域

　西塚美喜男（大谷地・勤続6年）

地区代表永年勤続褒章 交通安全功労者市長表彰

　日頃の交通安全活動に尽力さ

れた方へ市長から表彰状が贈ら

れました。

　伊藤　澄夫（楯岡）

　西塚　茂男（西郷）

　奥山　　守（大倉）

　保科　和廣（戸沢）

防犯活動功労者市長表彰

　日頃の防犯活動に尽力された

方へ市長から表彰状が贈られました。

　石井　　勇（楯岡）

　柴田　清一（西郷）

　高橋　範夫（戸沢）

美化活動ボランティア  ありがとうございます

※企業・団体などで実施するボランティア活動の情報を総務課へお寄せください。市報で紹介します。

　4 月 4 日、市内の企業経営者の方たちが集まる異業種交流組

織「二十日会」（佐藤守夫会長）から市へ 100 万円の寄附をいた

だきました。

　二十日会が今年で 40 周年を迎えたことを記念して贈ったもの

です。佐藤会長は「市が重点施策として取り組んでいる子育てス

マイルプロジェクトのために使ってほしい」と話し、志布市長は

感謝の言葉を述べました。

寄附ありがとうございます

※撮影時のみマスクをはずしています。

　文部科学省が実施する今年度

の子供の読書活動優秀実践校表

彰で、富並小学校（佐藤義紀校

長）が文部科学大臣賞を受賞し

ました。

　県内で唯一「読書シティ」を

宣言し読書を推進している本市

において、地域と市立図書館等

との連携による図書館活動をは

じめ、ふるさと学習「地域が好

きになる読書教育」の実践など

多彩な読書活動の取り組みが高く

評価されました。

富並小学校が子供の読書活動
優秀実践校で文部科学大臣賞

学校安全指導員感謝状

　15年以上にわたり、地域の学

校安全指導員（スクールガード

リーダー）として、児童生徒の

安全な登下校や学校での安全な

生活を見守る活動などに尽力し

たとして、教育長から感謝状が

贈られました。

　阿部　　実（戸沢）

※敬称略



8令和4年 5.1　　広報　市民の友　むらやま

　市内で行われた催しや市にまつわる出来事などを取材

し、市民の皆さんに楽しい話題をお伝えします。

まちの話題まちの話題まちの話題

ま
ち
の
話
題

　

3
月
18
日
、
富
並
川
鮭
ふ
化
場
前
の

里
橋
付
近
で
、

（福）
市
社
会
福
祉
協
議
会

の
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
た
い
よ
う

と
児
童
発
達
支
援
事
業
所
い
ず
み
の
未

就
学
児
か
ら
高
校
生
ま
で
の
15
人
が
、

富
並
川
に
サ
ケ
の
稚
魚
約
4
万
匹
を
放

流
し
ま
し
た
。

　

村
山
市
富
並
川
鮭
鱒
増
殖
組
合

（
阿
部
作
雄
組
合
長
）
が
昨
年
10
月

末
か
ら
遡
上
し
て
き
た
サ
ケ
か
ら
採
卵

し
て
ふ
化
し
た
体
長
5
セ
ン
チ
、
体
重

1
グ
ラ
ム
に
育
っ
た
稚
魚
に
、
子
ど
も

た
ち
は
「
大
き
く
な
っ
て
帰
っ
て
き

て
」
な
ど
と
声
を
か
け
な
が
ら
、
4
年

後
に
戻
っ
て
く
る
こ
と
を
願
い
ま
し
た
。

富
並
川
に
サ
ケ
稚
魚
を
放
流富並川にサケの稚魚を放流する子どもたち

ち
ぐ
さ
認
定
こ
ど
も
園
、

冨
本
認
定
こ
ど
も
園　

閉
園
式

ちぐさ認定こども園の閉園式

冨本認定こども園の閉園式

　

令
和
3
年
度
を
も
っ
て
閉
園
し
た
、
ち
ぐ
さ
認
定
こ
ど
も
園
と
冨
本
認
定
こ

ど
も
園
の
閉
園
式
が
3
月
26
日
、
両
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ち
ぐ
さ
認
定
こ
ど
も
園
で
は
歴
代
の
館
長
・
園
長
先
生
方
を
来
賓
に
迎

え
、
園
児
や
卒
園
者
、
地
域
の
方
が
出
席
し
ま
し
た
。
園
児
が
元
気
よ
く
お

別
れ
の
歌
を
歌
い
、
２
０
０
個
の
カ
ラ
フ
ル
な
バ
ル
ー
ン
を
空
に
放
ち
、
63

年
の
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
冨
本
認
定
こ
ど
も
園
で
は
、
園
児
と
保
護

者
の
方
が
出
席
し
、
園
児
同
士
で
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
交
換
や
、
園
児
に
よ
る
手

話
で
歌
の
披
露
、
昨
年
度
一
年
間
の
写
真
の
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
上
映
な
ど
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

4
月
か
ら
、
ち
ぐ
さ
認
定
こ
ど
も
園
と
冨
本
認
定
こ
ど
も
園
は
戸
沢
保
育
園

と
統
合
し
、
は
や
ま
認
定
こ
ど
も
園
と
し
て
新
た
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
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ま
ち
の
話
題

　

春
の
交
通
安
全
県
民
運
動
初
日
の
4

月
6
日
、
市
役
所
前
で
村
山
地
区
交
通

安
全
出
発
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
に
は
、
村
山
市
や
東
根
市
の
関
係

者
ら
約
70
人
が
出
席
し
、
官
民
一
体
と

な
っ
て
事
故
防
止
に
取
り
組
む
決
意
を

新
た
に
し
、
パ
ト
カ
ー
や
広
報
車
両
が

交
通
安
全
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　

4
月
以
降
は
新
入
学
生
徒
や
自
転
車

が
増
え
る
こ
と
で
交
通
事
故
の
危
険
性

が
高
ま
り
ま
す
。
交
通
ル
ー
ル
を
守

り
、
ま
た
、
正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
を
習

慣
付
け
、
道
路
交
通
環
境
の
改
善
に
取

り
組
み
交
通
事
故
防
止
を
徹
底
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

パトカーや広報車両の出発を見送る関係者

春
の
交
通
安
全
県
民
運
動

村
山
地
区
出
発
式

　

4
月
10
日
、
7
月
に
オ
ー
プ
ン
を
予

定
し
て
い
る
に
ぎ
わ
い
創
造
活
性
化
施

設
「
Ｌ
ｉ
n
k 

M
U
R
A
Y
A
M
A

（
旧
楯
岡
高
校
）
」
の
内
覧
会
を
行
い

ま
し
た
。

　

施
設
は
現
在
、
旧
校
舎
の
一
部
を
改

修
し
て
整
備
を
進
め
て
お
り
、
Ｉ
Ｔ
分

野
の
事
業
者
の
ほ
か
、
市
民
の
健
康
習

慣
促
進
を
図
る
メ
デ
ィ
カ
ル
フ
ィ
ッ
ト

ネ
ス
な
ど
の
事
業
者
が
入
居
す
る
予
定

で
す
。

　

旧
職
員
室
を
改
修
し
た
開
放
的
な
リ

ビ
ン
グ
を
特
徴
と
し
、
勉
強
や
仕
事
の

場
所
と
し
て
使
用
で
き
る
コ
ワ
ー
キ
ン

グ
ス
ペ
ー
ス
、
屋
内
・
屋
外
広
場
な
ど

も
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｌ
ｉ
ｎ
ｋ 

Ｍ
Ｕ
Ｒ
Ａ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ

内
覧
会

１階のコワーキングスペースに訪れた来場者

　

3
月
25
日
、
市
と
株
式
会
社
農
協
観

光
（
清
水
清
男
代
表
取
締
役
社
長
）
、

一
般
社
団
法
人
村
山
市
観
光
物
産
協
会

（
平
良
悦
会
長
）
と
の
間
で
、
農
観
連
携

事
業
の
振
興
に
よ
る
地
域
活
性
化
の
推
進

に
関
す
る
連
携
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
市
が
取
り
組
ん
で
い

る
農
観
連
携
「
ア
グ
リ
ラ
ン
ド
む
ら
や

ま
」
事
業
を
振
興
す
る
取
組
み
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、
市
内
の
農
業
を
は
じ

め
と
す
る
豊
富
な
地
域
資
源
の
魅
力
を

国
内
外
に
発
信
す
る
こ
と
で
、
持
続
的

で
魅
力
あ
る
地
域
活
性
化
に
つ
な
げ
る

こ
と
を
目
的
に
連
携
・
協
力
し
取
組
み

を
進
め
て
い
く
も
の
で
す
。

農
協
観
光
、
市
観
光
物
産
協
会

と
の
農
観
協
定
締
結
式

( 左から ) 協定を締結した清水社長と志布市長と平会長

　

北
山
さ
く
ら
祭
り
が
、
4
月
17

日
、
大
久
保
地
域
の
北
山
さ
く
ら
公

園
で
3
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
北
山
さ
く
ら
祭
り
実
行
委
員
会

（
瀬
野
清
一
実
行
委
員
長
）
が
主
催
し

た
も
の
で
、
公
園
の
桜
は
、
大
久
保
地

域
住
民
が
平
成
16
年
に
約
６
０
０
本
植

樹
し
た
も
の
で
す
。
今
で
は
桜
の
ア
ー

チ
の
よ
う
に
な
り
散
策
道
は
味
わ
い
深

い
も
の
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
山
口
岩
男
さ
ん
に
よ
る
コ

ン
サ
ー
ト
や
、
ム
ラ
ラ
と
じ
ゃ
ん
け
ん

大
会
な
ど
が
行
わ
れ
、
子
ど
も
か
ら
お

年
寄
り
の
方
ま
で
晴
天
の
下
花
見
を
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。

北
山
さ
く
ら
祭
り

遊覧車に乗車し桜を楽しむ参加者
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Vol.

76

国

民

年

金

情

報

生

活

福

祉

情

報

　
障
が
い
や
難
病
の
あ
る
方
、
そ
の
保

護
者
お
よ
び
介
護
者
な
ど
か
ら
の
相
談

に
応
じ
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
（
発
達
障

が
い
や
高
次
脳
機
能
障
が
い
の
方
も
含

み
ま
す
）

　
必
要
な
情
報
提
供
や
権
利
擁
護
の
た

め
の
援
助
を
行
い
、
自
立
し
た
生
活
が

で
き
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。
仕
事
の
こ

と
、
経
済
的
な
こ
と
、
将
来
の
こ
と
、

福
祉
制
度
や
サ
ー
ビ
ス
の
こ
と
な
ど
、

普
段
の
生
活
の
不
安
や
悩
み
、
困
っ
て

い
る
こ
と
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

・
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー　

い
ぶ
き

（
駅
西
22
番
1
）　
　

☎
（48）
８
４
０
１

・
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー　

う
い
ん
ず

（
河
北
町
谷
地
己
56
番
地
の
8
）

　
　
　
　
　

☎
０
２
３
７

（73）
３
２
４
０

・
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー　

り
い
ぶ
る

（
東
根
市
中
央
二
丁
目
11
番
2
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
（53）
０
４
７
５

■
問
合
せ
／
福
祉
課
生
活
福
祉
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線

146
・

147

相
談
支
援
事
業
を
紹
介
し
ま
す

わ
れ
ら
地
域
お
こ
し
協
力
隊
、
生
活
福
祉
情
報
、
国
民
年
金
情
報

　

初
め
て
お
目
に
か
か
る
方
も
そ
う
で
な

い
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
う
の
で
、

自
己
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
出
身

は
村
山
、
育
ち
も
村
山
の
生
粋
の
村
山
っ

子
で
ご
ざ
い
ま
す
。
村
山
農
業
高
校
で
農

業
を
学
び
、
高
校
卒
業
後
、
民
間
企
業
に

就
職
。
転
勤
を
機
に
地
元
を
離
れ
、
北
海

道
や
福
島
を
転
々
と
し
て
お
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
時
に
も
時
折
耳
に
し
て
い
た
地
元

離
れ
・
離
農
や
農
地
が
空
い
て
い
る
こ
と

が
気
に
な
っ
て
お
り
、
い
つ
か
戻
っ
て
な

に
か
を
し
た
い
と
漠
然
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
後
、
妻
と
の
出
会
い
を
き
っ
か

け
に
農
業
へ
の
関
心
が
再
度
高
ま
り
、
友

人
か
ら
の
勧
め
で
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

制
度
を
知
り
ま
し
た
。
移
住
に
伴
い
住
居

を
探
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
、
提
供
し
て
い

た
だ
い
た
方
、
相
談
に
乗
っ
て
く
だ
さ
っ

た
市
役
所
の
各
部
署
の
方
々
な
ど
、
多
く

地
域
の
支
援
を
受
け
、
改
め
て
村
山
の
人

の
温
か
さ
を
感
じ
な
が
ら
今
日
に
至
り
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
は
就
農
を
目
指
し
、
ノ

ウ
ハ
ウ
を
習
得
し
て
い
く
た
め
に
精
進
し

て
参
り
ま
す
。
他
の
活
動
と
し
て
お
祭
り

や
地
域
行
事
へ
の
参
加
、
村
山
の
魅
力
発

信
の
た
め
【
袖
崎
洗
心
ｉ
ｎ
ｇ
】
の
メ
ン

バ
ー
と
し
て
も
活
動
し
て
い
き
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

は
じ
め
ま
し
て

平
山
龍
矢
で
す

～平山龍
たつ

矢
や

隊員の奮闘記～

　

国
民
年
金
保
険
料
に
月
額
４
０
０
円

の
付
加
保
険
料
を
加
算
し
て
納
付
す
る

と
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
取
る
と
き

に
付
加
年
金
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。
納

付
は
申
し
出
た
月
分
か
ら
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
国
民
年
金
基
金
加
入
者

は
、
付
加
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で

き
な
い
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
付
加
年
金
額
は
ど
の
く
ら
い
？

　

年
間
で
「
２
０
０
円
×
付
加
保
険
料

を
納
め
た
月
数
」
分
を
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
受
取
開
始
２
年
で
、
納

付
額
以
上
に
な
り
ま
す
。

　

年
金
の
ご
相
談
は
寒
河
江
年
金
事
務

所
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
基
礎
年
金

番
号
の
分
か
る
年
金
手
帳
や
年
金
証
書

を
準
備
し
て
お
電
話
く
だ
さ
い
。

相
談
電
話　

☎
０
２
３
７

(84)
２
５
５
１

（
ダ
イ
ヤ
ル
後
、
５
を
押
し
て
く
だ
さ
い
）

■
問
合
せ
／
市
民
環
境
課
市
民
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線

113

付
加
年
金
制
度
の
ご
案
内

年
金
の
相
談
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お
知
ら
せ

市
役
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

有
毒
植
物
に
よ
る
食
中
毒
に
注
意

　

ス
イ
セ
ン
や
ト
リ
カ
ブ
ト
を
山
菜
等

と
間
違
え
た
こ
と
に
よ
る
食
中
毒
が
毎

年
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

事
故
を
防
ぐ
た
め
に
次
の
こ
と
に
気

を
付
け
ま
し
ょ
う
。

・ 

食
用
と
確
実
に
わ
か
っ
て
い
る
も
の

し
か
採
ら
な
い
・
食
べ
な
い
。

・ 

山
野
で
は
、
山
菜
と
有
毒
植
物
が
入

り
混
じ
っ
て
生
え
て
い
る
こ
と
が
多

い
た
め
、
念
入
り
に
確
認
す
る
。

・ 

安
易
に
譲
り
渡
し
た
り
、
譲
り
受
け

た
り
し
な
い
。

・ 

吐
き
気
や
し
び
れ
等
の
体
調
不
良
が

み
ら
れ
た
場
合
は
、
残
品
を
持
っ
て

早
急
に
医
療
機
関
で
受
診
す
る
。

■
問
合
せ
／
保
健
課 

☎
内
線

131

市
民
行
政
相
談

　

行
政
機
関
へ
の
苦
情
、
要
望
な
ど
に

行
政
相
談
委
員
が
応
じ
ま
す
。
相
談
無

料
。
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　

5
月
12
日

(木)
午
後
1
時
～
3
時

会
場　

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

■
問
合
せ
／
市
民
環
境
課　

☎
内
線

110

Ｊ
ア
ラ
ー
ト

全
国
一
斉
情
報
伝
達
試
験

　

地
震
や
津
波
、
武
力
攻
撃
な
ど
に
備

え
、
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
ア

ラ
ー
ト
）
を
用
い
た
試
験
を
実
施
し
ま

す
。
市
内
59
か
所
の
防
災
行
政
無
線
か

ら
一
斉
に
放
送
さ
れ
ま
す
。
災
害
と
間

違
え
な
い
よ
う
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

日
時　

5
月
18
日

(水)
午
前
11
時

放
送
内
容

チ
ャ
イ
ム
音
→
「
こ
れ
は
Ｊ
ア
ラ
ー
ト

の
テ
ス
ト
で
す
」
×
3
→
「
こ
ち
ら
は

防
災
村
山
広
報
で
す
」
→
チ
ャ
イ
ム
音

■
問
合
せ
／
総
務
課 

☎
内
線

213

５
月
12
日
は

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
主
任
児
童

委
員
は
地
域
の
皆
さ
ん
の
相
談
相
手
で

す
。
福
祉
制
度
の
紹
介
や
関
係
機
関
と

の
つ
な
ぎ
役
を
し
ま
す
。
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
／
福
祉
課　

☎
内
線

141
・

142

毎
年
５
月
は
「
消
費
者
月
間
」

　

消
費
者
庁
で
は
、
毎
年
５
月
を
消
費

者
月
間
と
し
て
消
費
者
、
事
業
者
、
行

政
が
一
体
と
な
り
、
消
費
者
問
題
に
関

す
る
啓
発
・
教
育
な
ど
の
事
業
を
集
中

的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
統
一
テ
ー
マ
は
「
考
え
よ

う
！
大
人
に
な
る
と
で
き
る
こ
と
、

気
を
付
け
る
こ
と
～
18
歳
か
ら
大
人

に
～
」
で
す
。

　

消
費
生
活
相
談
窓
口
で
は
、
無
料
で

消
費
生
活
の
ト
ラ
ブ
ル
解
決
の
お
手
伝

い
を
し
て
い
ま
す
。
困
っ
た
と
き
は
早

め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
／
消
費
生
活
相
談
窓
口　

市
民
環
境
課
内 
☎

(55)
２
１
２
３

選
挙
の
投
票
時
間
繰
り
上
げ

　

令
和
４
年
度
よ
り
、
執
行
す
る
す
べ

て
の
選
挙
に
お
い
て
、
投
票
日
当
日
の

全
投
票
所
の
閉
鎖
時
刻
を
１
時
間
繰
り

上
げ
ま
す
。

投
票
日
当
日
の
投
票
時
間

変
更
前　

午
前
７
時
か
ら
午
後
８
時
ま
で

変
更
後　

午
前
７
時
か
ら
午
後
７
時
ま
で

※
期
日
前
投
票
期
間
に
お
け
る
投
票
時
間

（ 

午
前
８
時
30
分
～
午
後
８
時
ま
で
）

に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
問
合
せ
／
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線

212

水
路
、
た
め
池
な
ど
の
農
業
水
利

施
設
に
近
づ
か
な
い
で
く
だ
さ
い

　

立
入
禁
止
個
所
は
、
落
ち
た
ら
命
に

関
わ
る
所
で
す
。
近
く
で
は
、
絶
対
に

遊
ば
な
い
で
く
だ
さ
い
。

■
水
路
に
ご
み
を
捨
て
な
い
で

　

用
排
水
路
に
ご
み
や
草
な
ど
が
詰
ま

る
と
、
農
家
の
皆
さ
ん
が
困
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
施
設
の
機
能
保
全
の
た
め
、

ご
み
を
捨
て
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
せ
／
農
林
課 

☎
内
線

255
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お
知
ら
せ

障
が
い
者
相
談
員
の
紹
介

　

障
が
い
者
相
談
員
は
市
の
委
嘱
を
受

け
、
障
が
い
者
ま
た
は
そ
の
保
護
者
の

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　

悩
み
や
不
安
が
あ
り
ま
し
た
ら
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
身
体
障
が
い
者
相
談
員

・
大
泉　

仙
二
氏
（
西
郷
）

・
平
山　

正
三
氏
（
大
倉
）

・
児
玉　
　

正
氏
（
大
久
保
）

・
石
川　

和
子
氏
（
戸
沢
）

・
高
橋　

達
夫
氏
（
大
高
根
）

■
知
的
障
が
い
者
相
談
員

・
早
坂　

恒
子
氏
（
楯
岡
）

・
元
木
み
ゆ
き
氏
（
楯
岡
）

■
問
合
せ
／
福
祉
課 

☎
内
線

146

知
事
と
若
者
の

地
域
創
生
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

　

吉
村
知
事
と
車
座
に
な
っ
て
、
地
域

の
元
気
創
出
策
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交

換
し
ま
せ
ん
か
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
申
込
多
数
の
場
合
は
参
加
を

調
整
し
ま
す
。

葉
山
市
民
登
山
の
中
止

　

例
年
6
月
開
催
の
葉
山
市
民
登
山

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
の
た
め
、
中
止
し
ま
す
。

　

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

■
問
合
せ
／
生
涯
学
習
課　

☎
内
線

334

防
災
行
政
無
線
定
時
放
送
の
曲
名

期
間　

5
月
1
日

(日)
～
8
月
31
日

(水)

時
間
・
曲
名

正
午　
　
　

野
ば
ら

午
後
5
時　

ふ
る
さ
と

■
問
合
せ
／
総
務
課 

☎
内
線

213

む
ら
や
ま
し
縁
結
び
た
い
協
議
会

無
料
結
婚
相
談
会

　

ご
本
人
の
ほ
か
、
ご
家
族
な
ど
ど
な

た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

日
時　

 

5
月
21
日

(土)
午
後
2
時
～
4
時

（
毎
月
第
3
土
曜
日
）

会
場　

甑
葉
プ
ラ
ザ
2
階
会
議
室

■
問
合
せ
／
子
育
て
支
援
課

 

☎
内
線

161

農
業
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
農
地
の
売
買
・
転
用
の
許
可
申
請

　

農
地
の
売
買
や
貸
借
、
宅
地
な
ど
へ

転
用
す
る
場
合
は
農
業
委
員
会
の
許
可

が
必
要
で
す
。
無
許
可
で
行
う
と
農
地

法
違
反
と
な
り
、
罰
則
が
あ
り
ま
す
。

毎
月
25
日
（
休
日
な
ど
の
場
合
は
そ
の

直
前
の
平
日
）
ま
で
に
受
け
付
け
た
も

の
を
翌
月
に
審
査
し
ま
す
。

許
可
が
必
要
な
も
の

・ 

耕
作
す
る
た
め
の
農
地
の
売
買
や
賃

借
を
す
る
場
合

・ 

自
分
の
農
地
を
自
ら
宅
地
な
ど
へ
転

用
す
る
場
合

・ 

他
人
の
農
地
を
買
っ
た
り
借
り
た
り

し
て
、
宅
地
な
ど
へ
転
用
す
る
場
合

届
出
が
必
要
な
も
の

・ 

面
積
２
０
０
㎡
未
満
の
自
分
の
農
地

に
農
作
業
施
設
を
建
て
る
場
合

・ 

生
産
性
を
上
げ
る
た
め
に
盛
土
な
ど

を
す
る
場
合

■
遊
休
農
地
の
解
消
に
助
成
し
ま
す

　

病
害
虫
の
発
生
源
や
有
害
鳥
獣
の
す

み
か
に
な
っ
て
し
ま
う
遊
休
農
地
を
解

消
す
る
た
め
、
農
地
の
借
り
手
に
対
し

て
、
抜
根
、
整
地
、
耕
う
ん
な
ど
の
費

用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。
助
成
件
数

が
限
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
早
め
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

対
象
者　

農
用
地
利
用
集
積
計
画
ま
た

は
農
地
法
に
基
づ
い
て
、
賃
貸
借
権
を

5
年
以
上
設
定
し
た
方

助
成
額
（
10
ア
ー
ル
あ
た
り
）

 

５
５
、
０
０
０
円
以
内

■
農
地
中
間
管
理
事
業
の
借
り
手
等
を

募
集

　

農
業
経
営
規
模
の
縮
小
な
ど
を
考
え

て
い
る
方
の
農
地
を
借
り
受
け
、
経
営

規
模
の
拡
大
や
農
地
の
集
約
化
を
希
望

す
る
方
に
貸
し
付
け
ま
す
。

借
受
者
募
集
期
間

5
月
6
日

(金)
～
令
和
5
年
2
月
28
日

(火)

※ 

貸
付
希
望
者
は
随
時
受
付
し
て
い
ま

す
。
た
だ
し
、
令
和
5
年
度
か
ら
借
受

け
、
貸
付
け
を
希
望
す
る
場
合
は
12
月

28
日

(水)
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

募
集
区
域　

市
内
の
水
田

申
込
方
法　

農
業
委
員
会
事
務
局
へ
所

定
の
申
込
用
紙
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
／
農
業
委
員
会
事
務
局　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線

261
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広
告

お
知
ら
せ

日
時　

6
月
24
日

(金)
午
後
4
時
～
5
時

30
分

会
場　

甑
葉
プ
ラ
ザ

対
象
者　

15
歳
以
上
45
歳
ま
で
の
市
民

申
込
方
法　

氏
名
、
年
齢
、
住
所
、
電

話
番
号
、
勤
務
先
（
学
校
名
）
、
こ
う

な
っ
た
ら
い
い
な
と
考
え
る
こ
と
を
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
で
提
出

※ 

託
児
を
希
望
す
る
方
は
、
事
前
に
申

込
み
が
必
要
で
す
。

申
込
期
限　

5
月
16
日

(月)

■
申
込
み
・
問
合
せ
／
総
務
課

 

☎
内
線

214

 

Ｆ
Ａ
Ｘ

(55)
６
４
４
３

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス   

 
so

u
m

u
@

c
ity

.m
u
ra

y
a
m

a
.lg

.jp

不
動
産
無
料
相
談

　

不
動
産
（
土
地
・
建
物
）
の
相
談
に

宅
地
建
取
引
士
が
応
じ
ま
す
。
予
約
優

先
で
す
が
、
当
日
受
付
も
可
能
で
す
。

日
時　

5
月
11
日

(水)
午
前
10
時
～
正
午

会
場　

甑
葉
プ
ラ
ザ

■
問
合
せ
／
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会

　
　

☎
０
２
３
（
６
５
２
）
９
０
７
０

労
働
悩
み
ご
と
相
談
会

　

労
働
委
員
会
委
員
が
、
解
雇
な
ど
労

使
間
ト
ラ
ブ
ル
で
お
悩
み
の
方
の
相
談

に
応
じ
ま
す
。
（
無
料
・
秘
密
厳
守
）

日
時　

5
月
19
日

(木)
午
後
1
時
～
2
時

会
場　

村
山
総
合
支
庁
本
庁
舎
6
階
（
山
形
市
）

前
日
正
午
ま
で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
／
山
形
県
労
働
委
員
会

　
　

☎
０
２
３
（
６
６
６
）
７
７
８
４

北
村
山
公
立
病
院
職
員
採
用
試
験

　

試
験
種
目
等
、
詳
細
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

募
集
職
種　

看
護
師
（
10
名
程
度
）
臨

床
検
査
技
師
、
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法

士
、
言
語
聴
覚
士
、
社
会
福
祉
士
、
社
会

人
経
験
（
技
術
）
（
各
若
干
名
）

受
験
資
格　

看
護
師
、
社
会
福
祉
士
は

昭
和
62
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方

臨
床
検
査
技
術
は
平
成
4
年
4
月
2
日
以

降
に
生
ま
れ
た
方
。
理
学
療
法
士
、
作
業

療
法
士
、
言
語
聴
覚
士
は
平
成
9
年
4
月

2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
。

※ 

い
ず
れ
の
職
種
も
当
該
職
種
の
有
資

格
者
、
ま
た
は
令
和
5
年
4
月
末
日

ま
で
に
取
得
見
込
み
の
方
。

　

社
会
人
経
験
は
昭
和
62
年
4
月
2
日

以
降
に
生
ま
れ
た
方
で
、
令
和
4
年
5

月
2
日
現
在
施
設
設
備
機
器
等
管
理
業

務
に
関
す
る
経
験
が
5
年
以
上
あ
る
方
。

受
付
期
間　

5
月
2
日

(月)
～
5
月
31
日

(火)
の
平
日

試
験
日
時　

6
月
19
日

(日)
午
前
10
時
～

試
験
会
場　

北
村
山
公
立
病
院

■
問
合
せ
／
北
村
山
公
立
病
院　

☎
(42)
２
１
１
１

��� � ��� � �����
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催
し
・
そ
の
他

が
ん
ば
れ
モ
ン
テ
デ
ィ
オ
山
形
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お
知
ら
せ

に
納
め
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
せ
／
村
山
総
合
支
庁
北
村
山
税

務
室 

☎
（47）
８
６
２
１

ク
ア
ハ
ウ
ス
碁
点
の
休
館

　

管
内
設
備
の
定
期
点
検
お
よ
び
補

修
、
洗
浄
の
た
め
休
館
し
ま
す
。

期
間　

6
月
6
日

(月)
、
7
日

(火)

■
問
合
せ
／
ク
ア
ハ
ウ
ス
碁
点

 

☎
(56)
３
３
５
１

大
高
根
演
習
場
5
月
の
訓
練
予
定

練
成
訓
練
＝
2
日

(月)
～
7
日

(土)
、
10
日

(火)
、
17
日

(火)
～
20
日

(金)
、
23
日

(月)
～
31

日
(火)

離
着
陸
訓
練
＝
9
日

(月)
～
31
日

(火)
の
平
日

■
問
合
せ
／
神
町
駐
屯
地　

 

☎
(48)
１
１
５
１

5
月
の
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム

1
日

(日)
午
後
2
時
～　

Ⅴ
・
フ
ァ
ー
レ
ン
長
崎

8
日

(日)
午
後
2
時
～　

大
分
ト
リ
ニ
ー
タ

25
日

(水)
午
後
7
時
～　

レ
ノ
フ
ァ
山
口
Ｆ
Ｃ

資
格
者
証
（
写
し
）
・
離
職
票
2
（
写

し
）
・
退
職
証
明
書
等
（
原
本
）
の
い

ず
れ
か
の
書
類
を
添
付
し
郵
送
申
請

■
問
合
せ
／
山
形
県
産
業
労
働
部
雇

用
・
産
業
人
材
育
成
課

　
　

☎
０
２
３
（
６
３
０
）
２
３
７
７

伐
採
木
を
無
償
で
提
供
し
ま
す

　

事
前
申
込
み
（
先
着
順
）
が
必
要
で

す
。

日
時　

5
月
29
日

(日)
午
前
8
時
～

　
　
　

（
な
く
な
り
次
第
終
了
）

会
場　

東
根
市
大
字
若
木
（
村
山
野
川

若
木
橋
上
流
左
岸
）
・
尾
花
沢
市
大
字

正
厳
（
丹
生
川
西
正
厳
橋
上
流
右
岸
）

申
込
期
間　

5
月
16
日

(月)
午
前
8
時
30

分
～
5
月
27
日

(金)
午
後
5
時
15
分

詳
し
く
は
山
形
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
／
村
山
総
合
支
庁
北
村
山
河

川
砂
防
課 

☎
(47)
８
６
８
１

自
動
車
税
（
種
別
割
）
の
納
期
限

　

自
動
車
税
（
種
別
割
）
の
納
期
限
は

5
月
31
日

(火)
で
す
。
忘
れ
ず
に
納
期
内

先
着
30
名　

※
最
小
催
行
人
数
5
名

【
午
前
の
部
】
10
時
30
分
～
11
時
30
分

【
午
後
の
部
】
１
時
30
分
～
2
時
30
分

・
運
動
マ
シ
ン
体
験

1
時
間
あ
た
り
／
先
着
10
名

【
午
前
の
部
】
①
10
時
～
11
時　

②
11
時
～
12
時

【
午
後
の
部
】
①
1
時
～
2
時　

②
2
時
～
3
時

※ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

で
中
止
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
問
合
せ
／
株
式
会
社
ド
リ
ー
ム
ゲ
ー
ト

　

☎
０
８
０
（
１
８
５
２
）
７
６
６
５

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

離
職
者
応
援
金

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
り
離
職
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
県

内
の
労
働
者
に
応
援
金
を
支
給
す
る
も

の
で
す
。

対
象
者　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
起
因
し
て
県
内
の
事
業
所
を
解

雇
・
雇
止
め
さ
れ
た
県
内
の
労
働
者

応
援
金　

1
人
1
回
限
り　

上
限
5
万
円

申
請
期
限　

5
月
23
日

(月)

（
令
和
4
年
1
月
1
日
か
ら
3
月
31
日
ま

で
の
間
に
解
雇
・
雇
止
め
さ
れ
た
方
）

申
請
方
法　

申
請
書
と
雇
用
保
険
受
給

介
護
家
族
の
会
「
集
い
」
　

　

介
護
者
相
互
の
交
流
を
行
い
ま
す
。

参
加
無
料
。
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ

さ
い
。

日
時　

5
月
21
日

(土)
午
後
1
時
30
分
～

3
時
30
分

会
場　

楯
岡
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
会
議
室

■
問
合
せ
／
在
宅
介
護
を
支
え
る
家
族

の
会
（
工
藤
）

　

☎
０
９
０
（
２
８
４
４
）
１
１
５
０

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
体
験
会

　

Ｌ
ｉ
ｎ
ｋ 

Ｍ
Ｕ
Ｒ
Ａ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
に
オ
ー
プ
ン

す
る
「
ウ
ェ
ル
ベ
ー
ス
村
山
」
の
類
似
施
設
で
あ

る
「
ウ
ェ
ル
ベ
ー
ス
山
形
」
で
レ
ッ
ス
ン
や
運
動

マ
シ
ン
の
体
験
会
を
開
催
し
ま
す
。

期
日　

5
月
15
日

(日)
※
現
地
集
合
・
解
散

場
所　

ウ
ェ
ル
ベ
ー
ス
山
形
（
山
形
市
）

持
ち
物　

タ
オ
ル
、
飲
み
物
、
上
履
き

参
加
費　

無
料

申
込
期
限　

5
月
12
日

(木)

人
数
・
時
間

・
姿
勢
改
善
ポ
ー
ル
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
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お
知
ら
せ

クアハウス碁点のヨガ教室
　事前申込みが必要です。各コースとも、申込みが10人以上で開講します。

■会場　クアハウス碁点 ■参加費　4,100円（6回分、終了後温泉入浴可）

講師　今　志麻氏

・リラクゼーションヨガ(初級)　※定員20名

日時　5月12日(木)、26(木)、6月9日(木)、23(木)、7月7日(木)、21日(木)

　　　午前10時～11時　全6回

・代謝アップヨガ(中級)　※定員15名(中学生以上)

日時　5月18日(水)、6月1日(水)、15日(水)、29日(水)、7月13日(水)、27日(水)

　　　午後7時～8時　全6回

講師　相澤　恵氏

・疲れリセットヨガ(初級～中級)　※定員15名(中学生以上)

日時　5月10日(火)、24日(火)、6月14日(火)、21日(火)、7月5日(火)、19日(火)

　　　午後7時～8時　全6回

※新型コロナウイルス感染症の感染状況によっては、中止する場合があります。

■申込み・問合せ／クアハウス碁点　☎(56)3351

MURAYAMA HotNews

　高等学校や専修学校高等課程等に在籍している村山市民へ給付します。

給付額　対象者1人につき、年額5万円を3年間

申請要件　生徒・保護者ともに4月1日時点で村山市に住所を有し、居住している方

申請期間　5月1日（日）～5月31日（火）※当日消印有効

申請方法　届いた申請書を郵送で提出

　　　　　　　（申請書は市ホームページからダウンロードすることもできます）

添付書類　学生証の写しまたは在学証明書

　　　　　 預金通帳の写し（支店名・口座番号・口座名義（カナ）がわかるページ）

■問合せ／学校教育課庶務係　☎内線323

がんばる高校生応援金を給付します

村山市民
体育館

①

GS

大高根
駐在所

②

富並小学校

卍

③

ワンタッチそろばん贈呈します！ワンタッチそろばん贈呈します！ワンタッチそろばん贈呈します！ワンタッチそろばん贈呈します！

今月入塾今月入塾今月入塾今月入塾すると入塾月入塾月入塾月入塾月 月謝無料月謝無料月謝無料月謝無料の

日本珠算連盟から表彰されました！

小松蒼空くん

広
告

広
告

市有地を公募（先着順）により売却します
　購入を希望する方は申請書用紙に必要事項を記載のうえ、

受付期間内に必要書類とともに財政課まで提出してくださ

い。申請書様式は財政課で配布するほか、市ホームページか

らダウンロードすることもできます。

公募期間　令和5年3月31日(金)まで

番号 土地の所在地 地目 地積 売却価格

① 村山市碁点1034番9、20 宅地 651.55㎡ 5,803,355円

② 村山市大字富並字道田1848番1 宅地 933.37㎡ 2,087,948円

③ 村山市大字富並字中原2250番 宅地 1056.03㎡ 2,671,755円

※土地や必要書類など、詳細についてはお問い合わせください。

■問合せ／財政課管財係　☎内線223

↑市ホームページ

↑市ホームページ
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Vol.07 袖崎地域

コ
コ
に
注
目

お
ら
だ
地
域
の

村山市の人口（4月1日現在）：22,513人　男：11,002人　女：11,511人  世帯数：8,030戸

袖崎は「元気」がいっぱい！！

★
そ
で
さ
き
元
気
っ
子

「
そ
で
さ
き
元
気
っ
子
」
は
、
小
中
学
校
の
放
課

後
や
休
校
日
を
利
用
し
、
地
域
内
の
い
ろ
い
ろ
な

場
所
を
子
ど
も
た
ち
の
学
び
の
場
に
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
地
域
の
大
人
た
ち
が
先
生
と
な
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
体
験
な
ど
を
通
し
て
子
ど
も
と
大
人

が
一
緒
に
交
流
し
な
が
ら
活
動
す
る
こ
と
で
郷
土

愛
を
よ
り
育
み
、
そ
し
て
地
域
の
魅
力
を
再
発
見

す
る
良
い
機
会
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　
地
域
内
の
馴
染
み
の
河
川
に
生
息
す
る
水
生
生

物
の
観
察
、
夏
休
み
に
は
全
学
年
が
仲
良
く
一
緒

に
宿
題
や
ろ
う
会
、
流
し
そ
う
め
ん
、
楽
し
い

ゲ
ー
ム
い
っ
ぱ
い
の
夕
涼
み
会
、
肝
試
し
、
天
体

観
測
会
な
ど
を
実
施
し
盛
り
上
が
り
ま
す
。

　
そ
で
さ
き
元
気
っ
子
で
は
、
一
年
を
通
し
て
四

季
折
々
の
特
色
を
生
か
し
た
企
画
を
し
な
が
ら
、

地
域
住
民
同
士
が
世
代
を
越
え
て
楽
し
く
元
気
に

交
流
し
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
袖
崎
地
域
で
は
、
地
域
ぐ
る
み
で
特
色
の
あ
る
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を

展
開
し
て
い
ま
す
。
中
で
も
、
子
ど
も
と
大
人
が
交
流
し
な
が
ら
体
験

を
通
し
て
活
動
を
す
る
「
そ
で
さ
き
元
気
っ
子
」
や
、
市
内
で
も
有
数

の
豪
雪
地
帯
に
あ
っ
て
、
冬
の
楽
し
み
の
一
つ
と
し
て
地
域
住
民
の
手

作
り
に
よ
る
温
か
な
イ
ベ
ン
ト
「
袖
崎
ほ
っ
と
な
雪
ま
つ
り
」
の
開
催

な
ど
、
地
域
中
が
元
気
に
な
る
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

■
問
合
せ
／
袖
崎
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー　

☎
(58)
２
０
０
１

冬の夜空を彩る打ち上げ花火

★
洗
心
座
と
雪
ま
つ
り

　
「
洗
心
座
」
は
、
母
体
と
な
っ
た
洗
心
倶
楽
部

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
以
来
、
30

年
も
の
長
い
間
活

動
を
続
け
る
地
元
の
ア
マ
チ
ュ
ア
劇
団
で
す
。
脚

本
か
ら
演
出
、
舞
台
美
術
な
ど
す
べ
て
手
作
り
の

創
作
劇
を
、
毎
年
2

月
に
開
催
し
て
い
る
「
袖
崎

ほ
っ
と
な
雪
ま
つ
り
」
で
上
演
し
て
い
ま
す
。

　
上
演
作
品
は
、
平
成
4

年
の
第
1

回
か
ら
こ
れ

ま
で
に
25

作
品
を
数
え
、
笑
い
あ
り
涙
あ
り
の
ス

ト
ー
リ
ー
と
、
地
域
住
民
が
中
心
と
な
っ
た
出
演

者
の
名
演
技
が
光
り
ま
す
。
ま
た
、
毎
回
袖
崎
小

学
校
の
児
童
が
参
加
す
る
な
ど
、
地
域
み
ん
な
で

作
り
上
げ
て
い
る
点
も
大
き
な
魅
力
で
す
。

　
雪
ま
つ
り
で
は
他
に
も
、
子
ど
も
と
大
人
が
一

緒
に
雪
遊
び
を
楽
し
ん
だ
り
、
各
家
庭
で
は
交
通

安
全
な
ど
を
願
い
雪
灯
ろ
う
が
作
ら
れ
、
冬
の
夜

空
に
花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
る
な
ど
、
地
域
の
シ

ン
ボ
ル
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

地域住民が名演技を披露洗心座の公演は毎回大好評！

地域内の川で水生生物を観察 夏はやっぱりコレ！流しそうめん

※住民基本台帳法の一部改正に伴い、日本人と外国人の合計数になります。
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